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１４．眼科 

総論 

１ 問診 

  総合目標(GIO) 

  診断、治療に必要な情報を得られる。 

  行動目標(SBO) 

1) 患者の主訴を聞きだすことができる。 

2) 患者の病状経過を追って情報をとることができる。 

3) 主訴に重要な既往症、特に高血圧、糖尿病等の内科歴、花粉症、薬物等のアレルギー歴、コ

ンピューターワーク等の職業歴、伝染性疾患の有無等の家族歴を取ることができる。 

    LS 

 上級医の指導のもとに患者の病歴聴取と記録を行う 

 

２ 眼科学所見 

① 検査手技 

  総合目標(GIO) 

  眼科学に必要な検査所見が取れる。 

  行動目標(SBO) 

1) レフ・ケラトメーターが測定でき、その意味が理解できる。 

2) 裸眼視力測定、矯正視力測定ができる。 

3) 所持眼鏡チェックと眼鏡処方が正しくできる。（ﾚｯﾄﾞ･ｸﾞﾘｰﾝﾃｽﾄが理解できる。） 

4) 眼圧測定ができる。 

5) 視野検査ができる。 

② 細隙灯顕微鏡による診察 

  総合目標(GIO) 

  細隙灯顕微鏡を操作して必要な所見が取れる。 

  行動目標(SBO) 

1) スリット幅を操作し、角膜、前房、水晶体、全部硝子体の必要な深度の所見が取れる。 

2) 徹照法を用いて網膜赤色反射を観察することができる。 

3) ブルーフィルターを用いて角結膜所見を観察することができる。 

4) 隅角鏡を用いて隅角所見を観察することができる。 

③ 眼底の診察 

  総合目標(GIO) 

  倒像鏡及び前置ﾚﾝｽﾞ等を操作して必要な所見が取ることができる。 

  行動目標(SBO) 

1) 倒像鏡を用いて散瞳状態で視神経乳頭、黄斑部、眼底周辺所見が観察できる。 

2) 倒像鏡を用いて縮瞳状態で視神経乳頭、黄斑部、眼底周辺所見が観察できる。 

3) 前置ﾚﾝｽﾞもしくは接触型ﾚﾝｽﾞを用いて周辺眼底所見を観察することができる。 

  LS 

     上級医の指導のもとに患者に対して細隙灯顕微鏡及び倒像鏡による診察を行う 
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各論 

１ 結膜炎 

 ＧＩＯ 

  結膜炎の診断、治療、生活指導が適切に行える。 

 ＳＢＯ 

1) 症状、経過、家族歴の関連性を把握できる。 

結膜所見と同様に角膜、耳前リンパ節腫脹などの所見を正しく取れる。 

2) 治療、予後、日常生活指導、感染注意を患者さんに説明できる。 

3) 院内感染に対する適切な処置（消毒）が行えるか、または指導できる。 

 

２ 白内障 

 ＧＩＯ 

  白内障の診断、治療計画の理解、治療予後の説明ができる。 

 ＳＢＯ 

1) 白内障の病理分類、進行（ステージ）分類ができる。 

2) 内科的治療、外科的治療のそれぞれを理論的に理解できる。 

3) 白内障手術の適応を理解し、それぞれの術前検査の意味を理解できる。 

4) 手術手技を立体的に把握、理解できる。 

5) 白内障手術後の外科的経過、視力経過を観察、理解できる。 

 

３ 緑内障 

 ＧＩＯ 

  緑内障の診断、治療計画の理解、治療予後の説明ができる。 

 ＳＢＯ 

1) 眼圧と視力、視野の関係を理解できる。 

2) 緑内障を正しく分類し、内科的治療の計画と限界を理論的に理解できる。 

3) 緑内障発作を診断し治療できる。 

4) 緑内障手術の適応と限界を理解し、手術計画を理解できる。 

5) 代表的な緑内障手術手技（レーザーイリドトミー、ＬＴＰ、イリデクトミー、トラベクレクトミー）を立

体的に把握、理解できる。 

6) 緑内障術後の外科的経過、視力、眼圧、視野経過を観察、理解できる。 

 

４ 眼外傷 

 ＧＩＯ 

  眼内異物の異物部位を診断し、治療、処置ができる。 

 ＳＢＯ 

1) 結膜異物、角膜異物を同定し処置を実施、あるいは指導できる。 

2) 眼内異物を疑い頭部Ｘ線写真、ＣＴ写真の依頼、読影ができる。 

3) それぞれの異物に対する外来指導、予後説明ができる。 
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５ 眼瞼裂傷 

ＧＩＯ 

  眼瞼裂傷の診断、治療ができる。 

 ＳＢＯ 

1) 裂傷部位の同定と、鼻涙管および眼瞼挙筋断裂の有無を診断できる。 

2) 適切な縫合処置（麻酔、縫合糸、縫合部位、縫合順序）ができる。 

3) 術後の適切な経過観察と処置、合併症の説明ができる。 

 

６ 眼球裂傷 

ＧＩＯ 

  眼球裂傷の診断と救急処置ができる。 

 ＳＢＯ 

1) 眼球裂傷部位を同定でき、補助診断として必要な検査が依頼、読影できる。 

2) 視力予後、手術合併症を予測でき、緊急手術の準備ができる。 

 

 

ＥＶ（研修評価） 

1. 自己評価：PG-EPOC にて当科研修における各評価項目を自己評価する。PG-EPOC に経験し

た症候、疾病・病態を入力する。 

2. 指導医による評価：指導医は PG-EPOC にて研修のフィードバックをしながら評価を行う。 

3. メディカルスタッフ等による評価：指導者は依頼を受けた者より PG-EPOCに入力してもらう。 

4. ローテート科への評価：PG-EPOC内のローテート科の評価を入力する。 

5. 指導医への評価：PG-EPOC内の指導医等の評価を入力する。 

6. 退院サマリー及び外来サマリーの評価：各自で入力したサマリーを上級医が評価し、フィードバッ

クしてもらう。 

 

 

 

週間スケジュール 

 月 火 水 木 金 

午前 外来診察 外来診察 外来診察 外来診察 外来診察 

午後 手術見学 手術見学 手術見学 手術見学 手術見学 

 

 


